
ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう 地区スローガン  

「世界を変える行動人」 

5月は 「青少年奉仕月間」 です 
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国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ ガバナー 藤井 秀香 

「青少年奉仕月間」に寄せて 

青少年奉仕 (Youth Service)  

 各ロータリアンの責務は、年齢30歳までの若い人
すべてを含む青少年の多様なニーズを認識しつつ、
よりよき未来を確実なものとするために青少年の生
活力を高めるこ とによって、 青少年に将来への準
備をさせることです。すべてのクラブと地区は 青少
年の基本的ニーズを支援するプロジェクトに着手す
るよう奨励されています。 基本的ニーズとは、健康、
人間の価値、教育、自己開発であります。 [青少年奉
仕の基本方針（ロータリー章典 2015,8.050.）] 

 国際ロータリーの第五奉仕部門である青少年奉仕
は、ロータリーが若い世代を重視していることを表し
ている。それは、青少年が将来出現する課題を克服
できるよう、私たちがロータリアンとして、青少年への
奉仕、青少年の将来に対する奉仕、さらに人類全体へ
の奉仕を通じて様々なツールを提供しようと努力す
ることである。一つの奉仕部門において、青少年に対するプログラムやプロジェクトを組み合わせること
で、クラブや地区はより強いアプローチで、この価値ある活動に関与することができます。 

･青少年奉仕には以下が含まれます。 

･青少年の間での高い倫理基準及び倫理的な意思決定を奨励する。 

･青少年のニーズや願望や関心を理解し、認識する。 

･青少年に機会を提供する。  

･国際ロータリーが提供する人道的、指導力養成、教育関連のプログラムへの青少年の参加を奨励する。 

 新世代のためのRI常設プログラムには、 インターアクト、 ローターアクト、 ロー タリー青少年指導者養
成プログラム、 ロータリー青少年交換があります。 青少年が、将来リーダーとなるために必要なスキル
を身につけようと、 ロータリーのプログラムに参加しています。青少年プログラムの参加者は、地域のプ 
ロジェクトや指導力開発の研修、文化交流などに参加することによって、自分自身と世界について発見す
ることができます。 そのほか、 ロータリアンを模範として、倫理、奉仕、親睦の理念についても学べます。 

 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを知っています。成長の変化に注目し、そこにや
りがいと喜びを見つけます。私たちのプログラムは、教育の
機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシップのスキル
を身につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援します。ジュニ
アメンバーを作り青年を仲間に入れて育成し、我々の後継者
を作らなくてはいけません。 

 今年度は、新型コロナウィルス感染拡大により、青少年活
動の奉仕の機会の扉は多くが閉ざされてしまいました。そ
んな中での、ローターアクトクラブの存在です。ローターアク
ターの代表がほとんどのプログラムに参加してくれました。
やはり、若い人達の存在は大きいです。未来のロータリアン
だと思えば、子供のように育てれます。青少年を育てる。即
ち私達ロータリアンも育つことができるのです。 

  
【次ページへ】 

５月１日開催の第13回 全国RYLA研究会 山形
(Zoom) に参加しました。 



地区大会の御礼 

 地区大会は、皆さ
んのご協力で盛会
裏に終えることが
できました。改め
て、深く感謝申し上
げます。 

 また、地区大会
の映像は、会員限
定で Youtube  で
動画配信していま
す。（地区HPリンク） 
是非、ご覧くださいますようお願いします。 

 地区大会の御礼と寄付金を渡しに、孫と千早赤阪村のライトハウス、盲導犬協会に行ってきました。 
 

ロータリー財団寄付に ご協力をお願いします！ 

 ロータリー財団 年次寄付
の「ゼロクラブゼロ」達成を
目指しています。 

 昨年度は当地区（2640）が
達成できなかったことで、日
本全地区（３４地区）のゼロク
ラブゼロの達成ができませ
んでした。今年度も残すとこ
ろ約２ヶ月です。４月現在で、
７クラブの報告がありません。 

 クラブで、誰か一人だけで
も ご寄付にご協力いただければ達成できます。何卒、よろしくお願いします。 

 皆様のご理解、ご協力で、なんとしても達成できるよう 切にお願い申し上げます。 

 
                              Rotary International  District2640 
                                  2020-21 Governor 
                                       Hideka  Fujii   



 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを信じています。私たちのプログラムは、
教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシップのスキルを身につけ、奉仕の価値観を学べ
るよう応援します。 

青少年プログラムはすべて、ロータリークラブを通じて運営されています。  



6つのヒント 
 現在、世界中で新型コロナワクチンの接種が展開
されており、ワクチン接種の様子を自撮りで写真に
収め、ソーシャルメディアに掲載する人も多くいま
す。しかし一方で、ワクチンに懐疑的な人もいます。
実際そのような人の数は多く、公衆衛生当局は懸念
を抱いています。 

 ワクチンに対するためらいは、しばしば激しい議論
のトピックとなります。しかし、ワクチンは本来、議論
の対象となるものではありません。人びとが積極的
にワクチンを接種することは、世界保健に影響を与
える最も重要な方法の一つです。 

 ひとの感情が入り込むトピックについて対話を始
めるのは常に難しいものです。ご紹介するヒントは、
あなたの大切な人がワクチン接種について新たな
観点から考えるきっかけになるかもしれません。 

 共通の価値を見つける：私たちは皆、家族の健康、
地域社会の繁栄、健康を自己管理できることなど、
共通する願いをもっています。ワクチンを拒否する
人を悪者扱いすることは、さらなる分裂を生み、事
態を悪化させるだけです。あなたが予防接種を受け
る理由を伝えてみましょう。それは例えば、高齢者な
ど耐性が低い人にとってのリスクを下げるため、また
は自分の子どもを予防可能な病気から守るため、と
いった理由があるでしょう。このような個人的な動
機を伝えることで、相手との「人と人」のつながりが
強まり、問題の核心に迫るのに役立ちます。 

 理解しようとすること：ワクチンを接種する理由が
さまざまであるように、疑問を抱く理由もさまざま
です。デジタル化された現代では、誤った情報が簡
単に広がることがありますが、中には複雑で、醜い
過去の歴史に端を発するものもあります。例えば、周
縁化されたコミュニティでは、何世紀にもわたって
医療機関から不当な扱いを受けた歴史があります。
このようなコミュニティにとって、医療機関を直ちに
信頼するよう求められると、歴史的なトラウマがな
いがしろにされたように感じてしまうかも。まずは相
手の気持ちを理解することが肝心です。 

 「C」を見極める：世界保健機関（WHO）は、ワクチン
接種へのためらいを誘発する3つの「C」、すなわち
「Complacency」（リ ス ク に 対 す る 気 の 緩 み）、
「Convenience」（時間、場所、金銭面などの利便性）、
「Confidence」（信頼のゆらぎ）について概説してい

ます。これに4つ目のC、つまり「Culture」（文化）を加
えることもできるでしょう。ワクチン接種をためらう
人の割合やその理由は、国やコミュニティによって
大きく異なります。このような違いを認識すること
で、間違った推測を防ぐことができます。例えば、宗
教上の理由でワクチンを受けない人がいる場合、安
全性の統計をもって説明しても役に立たないかもし
れません。 

 シンプルに事実を伝える：相手の誤解を正そうと
躍起になることがあるかもしれません。しかし、それ
がかえって相手の疑いを深くしてしまうことが多々
あります。ある情報が間違っていることを強調する
のではなく、事実をシンプルに伝えましょう。例えば、
HPVワクチンの場合、「大規模な科学的研究が行わ
れ、ワクチンと自己免疫症状との間に関連性は見つ
かりません」と伝えるだけでも効果があります。 

 多数派の声を伝える：社会通念には強力な力があ
り、それを上手に利用することが肝心です。例えば、
「まだ大勢の人がワクチンを受けていないので早く
接種しよう」と説得すると、相手は「多くは接種して
いないのだから私も大丈夫」と受け止めてしまうか
もしれません。より効果的に伝えるには、「多くの人
がワクチンを接種しようとしている」こと、そしてそ
の理由に焦点を当てます。大規模な予防接種はグ
ループ全体で行うものであり、一人ひとりがそのグ
ループの一員として歓迎されるものです。 

 問題と解決策を明確にする：プールの飛び込み台
に立ったときなど、恐怖で体がこわばり、動けなく
なってしまうことがあります。重い病気に対する恐
怖も同じです。ただ病気の恐ろしさを伝えるだけで
は混乱を招き、逆効果になりがちです。「これは深刻
な病気」で、「ワクチン接種は簡単で効果的」という2
つのポイントを同時に認識してもらうことが重要で
す。相手ができる行動（つまり、ワクチン接種）を明ら
かにすることで、相手の気持ちを支えてあげましょ
う。 

 ワクチンは誰もが繁栄できる世界を築くための手
段です。しかし、それにはチームワークが必要です。
会話を通じて、ワクチンへのためらいを抱く人と接し
ていきましょう。 

 

                       My Rotary 
by Elizabeth Schroeder 



2021-2022年度のための「地区研修・協議会」 オンライン開催 

 2020-2021年度のための地区研修・協議会(ガバナーエレクト 豊岡 敬)は、コロナウイルス
の感染拡大の影響を受けて、集合開催を残念し、4月24日(土) 富田林すばるホールをキー
ステーションにオンライン（YouTubeライブ配信）で開催しました。 

 その中で、豊岡ガバナーエレクトは、「地区チーム研修、PETSと続き、今回もリアル開催で
きなくて残念。安全・安心を第一番に考え、バーチャル開催としました。コロナの早期収束を
願いばかりです」地区の基本方針では「広げようロータリーの光を」をスローガンに各部門の
重点項目を発表。地区目標に向けて、一丸となって取り組むことで、協力を呼びかけました。 

 なお、内容は地区ホームページ[お知らせ]からリンク視聴できます。（事前配信含む） 



第11回ガバナー補佐・幹事合同会議  

 地区（ガバナー 藤井 秀香）は、４月１５日（木） Zoomでガバナー補佐・幹事合同会議を開

催しました。冒頭、藤井ガバナーは、「先の地区大会が皆さんのご協力で盛会裏に終えるこ

とができました。改めて感謝申し上げます」と述べ、今後の活動もコロナ禍での実施となる

ため、更なる協力を要請しました。 

協議事項は、以下のとおりです。 

（１）ガバナー案件 

 ・日本のロータリー創立１００周年記念事業 

（２）ローターアクト委員会 

 ・事業計画：年間の地区運営に関する小口現金（追加分） 

 ・事業計画：第 2660 地区ローターアクト 地区年次大会 

 ・事業計画：第３９回地区年次大会 

（３）青少年・ライラ委員会 

 ・事業計画：第39回RYLA研修セミナー0626実施に伴う行程スケジュール 

（４）米山記念奨学委員会 

 ・事業計画：2021学年度 米山記念奨学生入学式 奨学生オリエンテーション 

            カウンセラーセミナー 



米山記念奨学生 2021-2022年度オリエンテーション 

 米山記念奨学委員会は、４月１８日（日）和歌山JA会館にて短時間の2021-2022年度米山記

念奨学生オリエンテーションを開催しました。 

 当初は奨学生入学式とカウンセラー研修も同時開催の予定でしたが、急遽中止とさせて

いただき関係各位にはご迷惑をお掛けしました。 

 オリエンテーションには奨学生１８名全員が出席し、豊岡ガバナーエレクト・永楽次期担当

幹事・学友数名・委員数名が同席のもと、世話クラブ通知と１年間の予定や卓話のことなど

を伝えました。今年度もカウンセラー様との対面や懇親を行えず奨学生にとっては不安な

スタートとなりましたが、今後ともサポートを続けて参ります。 

 今後とも地区米山記念奨学会事業へのご協力と、奨学生増員に向けてのご寄付をよろし

くお願い致します。 

地区米山記念奨学委員長 玉井 洋司 



和歌山市動物愛護管理センターを訪問 

和歌山ロータリークラブ 

和歌山RC（会長 笹本 昌克)は、職業奉仕委員会と環境保全・社会奉仕委員会との合同

事業として、本年度の優良企業訪問を４月２７日(火曜日)和歌山市動物愛護管理センター

にて行いました。 

今回の企業訪問には普段より動物愛護

活動をされている藤井秀香２６４０地区ガ

バナーにもご参加いただきました。当日

はいつもより早い食事のあと、１２時３０分

に例会場をバス二台（コロナ対策で参加

者２９名を二台に分散乗車）で出発、１３時３

０分より二班(センター概要座学からの

コースと施設見学からのコース)に分かれ

１４時３０分までセンター内の見学を行いま

した。センター概要座学では獣医師であ

るセンター職員から、センター設立までの

経緯と意義について説明を受けました。 

このセンターは平成３１年１０月にオープンしたまだ新しい施設ですが、それ以前の施設は

動物愛護というより、いわゆる殺処分を行う収容施設としての機能しかないものであった

とのことです。収容数が少なく、ましてや猫の収容を考慮した施設ではなかったため、年

間かなりの頭数が殺処分やむなしという状態であったという説明には参加者の顔が曇り

ました。 

センター完成後は、施設の改善(収容頭数が大幅に増加)のうえに、職員の意識向上、努

力、動物愛護ボランティアの方々の協力もあり、年間数百とあった殺処分が犬に関しては

ゼロに、猫に関しても数十頭にまで減少することができたという話には参加者の顔が晴

れやかになりました。特にボランティアスタッフの活動なくしてこの数値の実現は不可能で

あり、中心的ボランティア団体WITH DOGさんへのロータリークラブからの支援は本当にあ

りがたいと感謝の言葉をいただきました。 

それに対し、今年度「愛を深めよう」のスローガンのもと新規事業として和歌山市犬猫殺

処分低減化支援事業を始められた笹本会長より見学のお礼と激励として、犬猫の大好物

である「チュール」が寄付されました。施設見学コースでは、清潔で収容スペースも大きく

犬猫の福祉が大きく向上した施設を見ることができました。ただの殺処分場という以前の

施設から、一匹でも多くの命を救う場に変貌を遂げた新しいセンターに今後の和歌山市の

動物愛護の明るい未来を見た有意義な見学会でした。藤井ガバナーからも動物愛護活動

は今までのロータリークラブにはない視点で、今後発展させていくべき事業だ、とのお言

葉を頂戴しました。 

 



創立60周年記念イベントを実施 

和歌山南ロータリークラブ 

 和歌山南ロータリークラブ（会長 樫畑 国俊）は、4月25日、和歌山

県民文化会館シューホールで、創立60周年記念イベントのプログラム

を実施しました。 

 イベントでは、「子供たちの夢と未来のために」をテーマに国際社会

に目を向けた講演や、未来に羽ばたく若者の演奏を届けました。 

 また、新型コロナウイルス感染防止のため、参加は会員と関係者の

みに制限し、YouTubeで動画配信 （同クラブホームページからリンク） しています。 

 開催に当っては、多くの議論を重ね、迷いがあったものの、講演者らの熱い思いに背中を

押され、感染防止対策を施し、最小人数で実施することとなりました。 

 第一部の記念講演では、難民の支援などに取り組む国連ＵＮＨＣＲ協会の

中村惠さんが、リモートで活動内容を紹介。難民の子どもたちの半数は学校

に通えていない現状や、コロナ禍で教育支援を縮小・中断せざるを得ない

状況があり、多くの人道支援が必要とされていることを伝えましたた。 

 さらに、中学校まで盲学校で学び、星林高校から東京大学教育学部に進学し

た同市出身の菅田（すがた）利佳さんが近況を報告しました。学業の傍ら、ピア

ノの演奏活動を続けており、憧れで大好きな曲だというショパンのノクターン

第８番を奏でました。 

 また、第二部では、きのくに音楽祭支援イベントとし

て、きのくに音楽祭プレミアムコンサートを開き、同市出

身のバイオリニストで東京藝術大学学長の澤和樹さん、

同市のピアニスト宮下直子さん、ホルン奏者の日髙剛さ

んを迎えた「きのくに音楽祭プレミアムコンサート」も開

催。音楽の道を志す二宮煌太さん（ピアノ）、中村心春さ

ん（フルー

ト）、柴田陽（ひかる）さん（ピアノ）、有馬陽子さん

（チェロ）ら県内の中高生との共演もあり、美しい

音色を響かせました。 

 会場では、関係者のみの制限となりましたが、

ネットを通じ、多くの視聴者に楽しんでもらうこと

ができました。 



和歌山城 桃林公衆トイレ洋式化改修工事 

和歌山東南ロータリークラブ 社会奉仕委員会  

 地域社会に貢献でき又強く望まれている事は何かと広く多方面でリサーチ致しました。

その中で和歌山城のトイレの改修の要望があることを知りました。 

 和歌山のシンボルである和歌山城には9ヶ所のトイレがあります。公園前のバス停から一

の橋、大手門を通り、伏虎像の近くにあるトイレが桃林公衆トイレです。お城を訪れる多くの

方がこのトイレの前を通り散策を楽しまれています。 

 しかし、残念なことに古くて和式でまた女性トイレと男性トイレの天井が仕切られておら

ず、高齢者や観光で訪れた海外からのお客様には使いづらい状態になっています。やむな

く周辺のホテルやコンビニのトイレを借用されている現状を解消いたしたく、今回「和歌山

城桃林公衆トイレ洋式化改修工事」を社会奉仕委員会と50周年委員会と共同でこの奉仕事

業を行いました。 

 和歌山市で一日一回清掃をして頂いていますので、長く綺麗に使用して頂ける事を願っ

ております。 



















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせ

てもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、

記念事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強

等、職業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉

仕（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真を

ＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際ロー

タリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。 ご協力、よろしくお願いします。                     （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 
JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


